
　輪荷重繰返し載荷による合理化鋼床版舗装の耐久性試験

1. はじめに

　鋼床版の舗装は，コンクリート系床版と比べて劣化が早いと言われている．その理由として，床版がたわみやすいこと

が挙げられる．そのため，鋼床版舗装の基層としてたわみ追従性の高いグースアスファルト（以下，グース As という）

舗装が施工されることが多い．しかし，グース As は施工時において専用の舗設車両を要するほか，ブリスタリングの発

生防止など高い施工管理が要求される．また，流動性が高いので，わだち掘れが出やすいなどの欠点もある．この舗装に

代わる材料として砕石マスチック（以下，ＳＭＡという）舗装が注目されている．ＳＭＡ舗装は，粗骨材とサンドマスチ

ック（砂＋フィラー＋繊維＋アスファルト）の充填効果により，優れた耐流動性および水密性，たわみ追随性を持つこと

が特徴である．

　今回，ＳＭＡ舗装の鋼床版舗装への適用の可能性を調べるため，施工性，耐流動性，防水性，鋼板との接着性に着目し

た実験を行った．本報では，耐流動性に着目した輪荷重繰返し載荷試験によるわだち測定，舗装とデッキプレートとの付

着力に着目した接着強度試験結果について報告する．

２．供試体構造と舗装構成

　供試体は，現在建設中である合理化鋼床版の寸法諸元

を有する１パネル試験体モデルの模型を３体用意し，そ

こへ６種類の舗装を施した．供試体は図－１に示すとお

りである．デッキプレート厚は18mm，縦リブ形状はU-450

×330×9mm，縦リブ支間は4,000mm である．

　舗装構成は，表－１に示す６種類の舗装である．供試

体の左右に異なる種類の舗装を施工した．舗装タイプＮ

は，現在最も多く施工されているものであり，舗装タイ

プＧは，近年施工され始めたものである．頭文字がＳの

ものはＳＭＡ舗装であり，（ ）内の数値は骨材の最大粒

径を示す．ＳＭＡ舗装については，グースAs舗装に比べ

て防水性に課題があるため，２種類の防水層を設けたも
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表－１　供試体の舗装構成
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図－１　供試体の寸法（全3体）
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のも用意した．防水層Ａは路面の補修等で実績のあるもである．防水層Ｂは吹付け施工が可能な，シームレスな塗膜であ

る．いずれも付着力を増すために，珪砂などを散布する処置を施した．

３．試験方法

(1)輪荷重繰返し載荷試験：載荷試験は，トラック後輪の複輪が２ｍの範囲で移動する繰返し載荷試験機を用いて行った．

図－２に載荷試験要領を示す．載荷位置は，舗装表面に引張ひずみが生じ，かつデッキプレートのたわみが大きくなるよ

う，縦リブのウェブ上を複輪が跨ぐ位置に配置した．載荷荷重は，タイヤの性能を考慮して，78kＮ（８tonf）とした．

また，舗装の劣化を促進させるために，ヒータ

ーにより舗装表面温度を30℃に保持した．

(2)接着強度試験：輪荷重繰返し載荷試験の終了

後，舗装とデッキプレートとの付着性を確認す

るため，建研式接着強度試験を実施した．また，

抜き取ったコアの破面を観察した．なお，試験

時の舗装表面温度は約10℃である．

４．試験結果

(1)輪荷重繰返し載荷試験

　図－３に，わだち掘れ量と輪荷重載荷回数と

の関係を示す．「わだち掘れ量」は，図中に示す

とおりである．表層種類別にみると密粒度 As

より高機能舗装が，基層種類別でみるとグース

AsよりもＳＭＡのわだち掘れ量は減じている．

ＳＭＡの骨材最大粒径，防水層の有無，橋面研

掃の差は見られなかった．

(2)接着強度試験

　図－４に，接着強度試験結果を示す．基層種

類別でみるとグース As がＳＭＡの２倍以上の

接着強度であった．ＳＭＡの骨材最大粒径別で

みると５mm トップが 13mm トップの 2.5 倍程度

の接着強度であった．防水層の種類別でみると

ウレタン系防水層の接着強度が最も高い強度で

あった．

５．まとめ

　輪荷重繰返し載荷試験結

果より，ＳＭＡ舗装は，グー

ス As に比べて耐流動性に優

れているものの，接着強度に

難があることがわかった．今

後は，さらに実橋レベルでの

試験により，ＳＭＡの接着強

度の向上方策について検討

を行う予定である．
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図－２　輪荷重載荷試験要領

図－３　わだち掘れ量と載荷回数との関係

図－４　接着強度試験結果
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